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2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 2022年５月10日に公表いたしました2023年３月期第２四半期（累計）期間（2022年４月1日～2022年９月30

日）の連結業績予想と本日公表の実績において、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。また、

2022年５月 10日に公表いたしました 2023年３月期通期（2022年４月１日～2023年３月 31日）の連結業績予想

につきましても下記のとおり修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期第２四半期(累計)期間 (2022年４月１日～2022年９月30日)の連結業績予想と実績の差異 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 (A) 

百万円 

57,800 

百万円 

3,000 

百万円 

2,900 

百万円 

1,900 

円 銭 

56.43 

実績値 (B) 70,463 3,776 4,968 3,229 96.70 

差異額 (B－A) 12,663 776 2,068 1,329 ― 

差異率(％) 21.9 25.9 71.3 70.0 ― 

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(2022年３月期第２四半期累計期間) 
60,261 2,779 2,695 1,848 54.97 

 

 

２．2023年３月期通期 (2022年４月１日～2023年３月31日) の連結業績予想の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 

百万円 

119,000 

百万円 

8,000 

百万円 

7,800 

百万円 

3,400 

円 銭 

100.97 

今回修正予想 (B) 142,000 8,500 9,700 4,400 131.76 

増減額 (B－A) 23,000 500 1,900 1,000 ― 

増減率 (％) 19.3 6.3 24.4 29.4 ― 

(ご参考) 前期連結実績 

(2022年３月期) 
124,783 6,404 6,057 3,794 112.74 
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３．差異及び業績予想修正の理由 

  2023年３月期第２四半期（累計）期間において、2022年５月10日公表の業績予想では、ロシア・ウクライナ

情勢について、国際社会が協調してロシアに対する制裁措置を取る中、本件に関する状況を引き続き注視し、あ

らゆる選択肢を排除せず、今後の対応について検討していることから、当社連結子会社であるOKIL-HOLDING, JSC

及びOKIL-SATO X-PACK CO., LTDの2社の業績を除いておりましたが、現在の検討の進捗状況を鑑みて同２社の

業績を含めることといたしました。 

なお、当社グループのロシア事業への対応方針に変更はなく、ロシア・ウクライナ情勢を引き続き注視し、あ

らゆる選択肢を排除せず、今後の対応について検討しております。 

 

またこれらの状況に鑑み、2023年３月期通期の連結業績予想につきましても、上記のとおり修正をいたしまし

た。上記数値には第２四半期同様にロシア連結子会社の２社の業績を含んでおります。ご参考として、同２社の

業績を除いた数値と期初公表の連結業績予想との比較は以下のとおりとなります。 

 

（ご参考）2023年３月期通期の連結業績予想（ロシア連結子会社２社の業績を除く） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 

百万円 

119,000 

百万円 

8,000 

百万円 

7,800 

百万円 

3,400 

円 銭 

100.97 

今回修正予想 (B) 127,000 7,000 7,200 3,000 89.84 

増減額 (B－A) 8,000 △1,000 △600 △400 ― 

増減率 (％) 6.7 △12.5 △7.7 △11.8 ― 

 

自動認識ソリューション事業（日本）は、売上高については、好調なサプライ製品がメカトロ製品をカバーす

ることで期初計画どおりの想定としています。各利益については、原材料の高騰や円安の進行による原価増や、

メカトロ製品の拡販による利益率改善に時間を要していること等から、期初計画を下回る見込みです。 

自動認識ソリューション事業（海外）は、旺盛な需要を捉えた販売増や円安の進行により、引き続き好調に推

移するとみており、期初計画に対し増収増益となる見込みです。 

 

（注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

                                              以 上 


